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実験背景 

“つるつる植え”を超えるワザを 

編み出したい！ 

 ひと手間かけたくなる家庭菜園の野菜づくりでは，農家の一般的な方法とは異なる育て方が多

数あります。 

 ニンニクのつるつる植えもその一つ。鱗片の薄皮をむいて植えつけると出芽が早まり，生育が

よくなるという栽培法で，体系化したのは，本誌でおなじみの木嶋利男博士です。その効果と手

軽さから，今では実践者の多い栽培法です。 

 わたしも何度か試しましたが，確かに出芽は早まります。ただ，収量に関しては栽培条件にも

よるのか，わたしの畑では普通植えとそれほど大きな違いが出ないのです。そこで，つるつる植

えでかなわなかった収量アップをめざし，いろいろと試してみたところ，うまくいったのが，今

回ご紹介する方法です。薄皮をむいたあと，さらに鱗片の表皮を１～２㍉の厚さでそぎ落として

しまうのです。名づけて“ムキムキ植え”。 

 今回の実験では，他にも薄皮を半分だけむいたり，鱗片や横に真っ二つにしてみたりと，大胆

な方法をいくつか試みたのですが，残念ながら思うような結果は出ませんでした。 

 そんななかで，なぜ“ムキムキ植え”がうまくいったのか？ 

 次ページから栽培経過を追いつつ，検証をしてみました。 

栽培の経過 

●出芽から“ムキムキ植え”が， 

他を圧倒！ 
 今回は，比較のためにムキムキ植えとつるつる植え，普通植えの栽培経過と結果を併せてリポ
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ートします。 

 ムキムキ植え，つるつる植えの薄皮処理は，植えつけ直前に行いました。そのさい，鱗片の芽

が出る先端部や根が出る下部を傷つけないように注意します。 

 植えつけは１０月中旬に行いました。２週間ほど前に２㌔／㎡程度の堆肥を施してよく耕し，

幅９０㌢の畝に株間，条間，いずれも１５㌢で，それぞれ６株ずつ植えつけました。 

 出芽の早さはおおむねムキムキ植え，つるつる植え，普通植えの順でした。〝おおむね″と前

置きしたのは，当然ながら同じ植えつけ方でもその中で多少ばらつきがあったためです。 

 もっとも早く出芽した株を比べた場合でも，それぞれ１～２日の差でした。つるつる植えに関

していえば，一般にいわれるほど普通植えより早く出芽したわけではありません。 

 一方で予想外だったのがムキムキ植えです。つるつる植えを出し抜くスタートダッシュを決め，

その後の生育も明らかに他の株よりよかったのです。 

ムキムキ植え 

 鱗片を覆う薄皮をむいて，さらに表皮を包丁でそぎ落として植えた。早いものは定植から８日

で出芽し，１０日までに６株中の５株が生えそろった。１株だけ出芽まで１４日かかったが，全

体的に生育はよく，越冬後，翌年４月ごろまで他をリードしていた。その後，葉数が増え始める

とつるつる植えや普通植えとの大きな差はみられなくなった。 

つるつる植え 
 鱗片を覆う薄皮をむいて植えつけた。定植から９～１１日で出芽。ムキムキ植えに比べると１

日遅く，普通植えよりは１～３日ほど早かった。通常，普通植えより１週間ほど早く出芽すると

いわれるが，そこまでの差は出なかった。その後の生育は，ムキムキ植えには劣るものの普通植

えより若干よかった。この差は４月ごろまで続いた。 

普通植え 
 鱗片の薄皮をむかずに植えつけた。定植から１０日で出芽した株もあったが，１３日で６株中

の５5株がそろい，残りの１株は１５日かかった。ばらつきがみられたのは，よくいわれるように

薄皮が水分を吸いにくくしているためと考えられる。１２月には他の株と同じように本葉４～５

枚まで育ったが，葉はやや細め。４月ごろには，他に追いついた。 

結果と考察 

●“ムキムキ植え”は， 

じっくり肥大し，収量が多かった 
 収穫は６月中旬に行いました。その時点で普通植えは８割程度，つるつる植えはほぼ全体が茶

色く枯れ上がっていました。これはつるつる植えが普通植えより生育が早まることを考えれば自

然なことといえます。 

 一方でムキムキ植えは，出芽が早かったにもかかわらず，半分ほどしか枯れていませんでした。

これは他の株より生育期間が長いことを示唆しています。その差は収量にも現れました。６株の

合計でつるつる植え３４５㌘，普通植え３５３㌘とほぼ同量だったのにたいし，ムキムキ植えは

４４７㌘と約１００㌘も多かったのです。 

普通植えの１球は平均約５９㌘ということを考えれば，１．６球分の収量アップです。 

 では，なぜムキムキ植えが大幅な収量増となったのか？ 出芽が早まったのはつるつる植えと

同様の理由と考えられます。では，つるつる植えよりも出芽が早く，その後の生育もよかったの

はなぜでしょうか？ 

 理由の特定は難しいのですが，１つ考えられるのは，鱗片の損傷によるストレスです。植物は，

光や温度，乾湿などの環境ストレスによって，生命の危機を感じるとそれを克服するため生長戦
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略を変化させることが知られています。ムキムキ植えでは養分の貯蔵部位である鱗片が傷ついた

ストレスにより，生命を維持しようとなんらかのスイッチが入ったのではないでしょうか。 

 薄くそいだのもポイントかもしれません。というのも，前述した，縦や横に真っ二つに切断し

た鱗片は生育がよくなかったのです。生長部を傷つけてしまったのと，大胆なカットで初期生育

に必要な鱗片の養分が足りなくなったためでしょう。 

 今では広く知られるつるつる植えですが，もうひと手間かけて，鱗片の表皮を薄くそいでしま

うのも一手です。痛みを伴うストレスが，収量アップのスイッチになる可能性大です！ 
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わだ・よしひろ 

大学卒業後，出版社勤務を経てフリーライター。茨城県石岡市に暮らし，約４反の田畑で自給用の米や野菜を栽

培。世界７０か国以上を旅したなかで出合った多様な栽培法を実践する。著書に『増補改訂版ニワトリと暮らす』

（グラフィック社）などがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『やさい畑』２０２２年１０月秋号 


